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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 118,034 19.6 295 △45.7 433 △39.6 35 △97.8

30年3月期第1四半期 98,684 9.1 544 13.4 717 10.4 1,631 672.9

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　1,456百万円 （△26.2％） 30年3月期第1四半期　　1,973百万円 （301.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 1.78 ―

30年3月期第1四半期 80.92 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 186,851 52,786 25.9

30年3月期 179,407 51,733 26.5

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 48,420百万円 30年3月期 47,523百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― ― ― 20.00 20.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） ― ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 210,000 4.7 1,900 59.9 2,100 55.2 1,200 △47.0 59.53

通期 470,000 9.7 4,800 52.2 5,300 49.1 3,300 5.8 163.71

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 20,519,212 株 30年3月期 20,519,212 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 362,037 株 30年3月期 362,005 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 20,157,191 株 30年3月期1Q 20,158,225 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信[添付資料]Ｐ．2「１．当四半期決算に関する定性的情報
（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

(金額の表示単位の変更について)

　当社の四半期連結財務諸表に表示される科目その他の事項の金額は、従来、四捨五入で記載しておりましたが、当第１四半期連結会計期間及び当第１四半
期連結累計期間より切捨てで記載することに変更いたしました。

　なお、比較を容易にするため、前連結会計年度についても切捨てに表示変更しております。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループ（当社

及び当社の関係会社）が判断したものであります。 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 28 号 平成 30 年 2 月 16 日）等を

当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については、当該会計基準等を遡っ

て適用した後の数値で前連結会計年度との比較・分析を行っております。 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が進み、穏

やかな回復基調にあるものの、為替・株式市場の不安定な動向や、海外政治・経済の不確実性などから

依然として不透明な状況で推移しました。 

一方、当企業グループが主に属する流通業界におきましては、生活必需品に対する消費者の低価格

志向継続や人手不足の顕在化により、物流コストのアップやオーバーストアなどに起因する激しい価格

競争の中で生き残りをかけた機能充実とローコスト競争がさらに厳しくなっております。 

このような環境の下、当企業グループは、「グッド アンド ビッグカンパニー」を目指し、連結子会社 28

社及び非連結子会社１社を含め、物流を伴う現物問屋として、安心安全な商品の安定供給に全力を尽

くすとともに、情報・物流・リテールサポート・品揃え・品質管理などの各機能を充実させた提案を行い、

関連各部門および各子会社との連携強化による総合力を活かした商流の構築と共同配送事業の拡大

に努めてまいりました。 

また、新規取引先の獲得や既存取引先でのシェアーアップに一段と努力いたしました結果、売上高は

1,180 億 34 百万円（前年同四半期比 19.6％増）となり、193 億 49 百万円の増収となりました。 

一方、利益面におきましては、グループ一丸となって、販売益の確保ならびにローコストオペレーショ 

ンの追求による経費の節減に努力いたしましたが、営業利益は２億 95 百万円（前年同四半期比 45.7％

減）、経常利益は４億 33 百万円（前年同四半期比 39.6％減）、また、前期に発生した段階取得に係る差

益がなくなったことなどから、親会社株主に帰属する四半期純利益は 35 百万円（前年同四半期比

97.8％減）となりました。 

（2）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ74億44百万円増加し、

1,868 億 51百万円となりました。主な要因は、「受取手形及び売掛金」の増加額36億 43百万円、「投資

有価証券」の増加額 17 億 87 百万円によるものです。負債においては前連結会計年度末に比べ 63 億

91百万円増加し、1,340億 64百万円となりました。主な要因は、「支払手形及び買掛金」の増加額48億

29 百万円によるものです。 

また、純資産においては前連結会計年度末に比べ 10 億 52 百万円増加し、527 億 86 百万円となりま

した。主な要因は、「その他有価証券評価差額金」の増加額 12億 68 百万円、「利益剰余金」の減少額３

億 67 百万円によるものです。 

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 30 年 5 月 10 日に公表いたしました連結業績予想の変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,602 27,341

受取手形及び売掛金 52,788 56,432

電子記録債権 870 891

商品及び製品 7,912 8,406

仕掛品 37 77

未成工事支出金 151 166

原材料及び貯蔵品 458 491

その他 7,045 7,079

貸倒引当金 △662 △660

流動資産合計 96,204 100,227

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,162 15,931

土地 24,609 24,642

その他（純額） 8,017 10,115

有形固定資産合計 48,789 50,689

無形固定資産

ソフトウエア 729 695

のれん 16,135 15,774

その他 141 137

無形固定資産合計 17,006 16,607

投資その他の資産

投資有価証券 13,748 15,535

その他 3,795 3,910

貸倒引当金 △136 △119

投資その他の資産合計 17,406 19,326

固定資産合計 83,203 86,623

資産合計 179,407 186,851

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 61,186 66,015

電子記録債務 1,958 1,998

短期借入金 13,008 12,847

未払法人税等 843 602

賞与引当金 1,273 829

役員賞与引当金 － 22

厚生年金基金解散損失引当金 35 35

その他 15,470 16,526

流動負債合計 93,777 98,877

固定負債

長期借入金 23,142 22,319

役員退職慰労引当金 623 613

退職給付に係る負債 530 513

その他 9,600 11,741

固定負債合計 33,896 35,187

負債合計 127,673 134,064
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,025 1,025

資本剰余金 2,579 2,579

利益剰余金 38,362 37,994

自己株式 △367 △367

株主資本合計 41,600 41,232

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,033 7,302

退職給付に係る調整累計額 △110 △113

その他の包括利益累計額合計 5,923 7,188

非支配株主持分 4,210 4,365

純資産合計 51,733 52,786

負債純資産合計 179,407 186,851
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 98,684 118,034

売上原価 90,579 107,704

売上総利益 8,104 10,329

販売費及び一般管理費 7,559 10,034

営業利益 544 295

営業外収益

受取利息 6 3

受取配当金 59 64

仕入割引 17 15

貸倒引当金戻入額 41 23

雑収入 140 133

営業外収益合計 265 240

営業外費用

支払利息 46 53

売上割引 21 22

雑損失 24 27

営業外費用合計 92 103

経常利益 717 433

特別利益

固定資産売却益 3 49

受取保険金 232 －

段階取得に係る差益 1,146 －

特別利益合計 1,383 49

特別損失

固定資産除売却損 4 8

特別損失合計 4 8

税金等調整前四半期純利益 2,096 474

法人税、住民税及び事業税 404 404

法人税等調整額 △88 △106

法人税等合計 315 297

四半期純利益 1,780 176

非支配株主に帰属する四半期純利益 148 140

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,631 35
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 1,780 176

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 205 1,283

退職給付に係る調整額 △12 △3

その他の包括利益合計 193 1,280

四半期包括利益 1,973 1,456

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,824 1,301

非支配株主に係る四半期包括利益 148 155
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（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

（追加情報） 

  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は

固定負債の区分に表示しております。 

（重要な後発事象） 

連結子会社の解散及び清算 

当社は、平成30年７月４日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるマルゼン商事株式会社(以

下、「マルゼン商事」といいます。)を解散及び清算することを決議いたしました。 

（1）解散及び清算の理由 

マルゼン商事は、平成 24 年 11 月１日より当企業グループの一員として、食品流通業を主たる事業とし

て営業活動に努めてまいりました。平成 28年 10 月１日より、お取引先様に対するさらなる「商品・サービス

機能」の提供を充実させることを目的に、主たる事業を当社に譲渡し、現在は一部のお取引先様を残して

存続している状況となっております。 

今後、マルゼン商事において、新たな事業展開の計画もない為、今般事業のすべてを当社に譲渡し、

解散することを決定いたしました。 

（2）当該子会社の名称、事業内容及び出資比率等 

① 名称   マルゼン商事株式会社 

② 所在地   東京都江東区南砂３丁目３番４号 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 中村 隆 

④ 主要な事業の内容  食品の卸売 

⑤ 資本金   100 百万円 

⑥ 設立年月日  平成 21 年３月 

⑦ 出資比率  100％ 

（3）解散及び清算の時期 

① 平成 30 年７月４日  当社取締役会にて決議 

② 平成 30 年７月 11 日 当該子会社の株主総会にて解散決議 

③ 平成 30 年９月 28 日 清算結了（予定） 
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（4）当該子会社の状況（平成 30 年６月 30 日現在） 

資産総額 106 百万円 

負債総額 1,515 百万円 

（5）当該事象の損益に与える影響額 

当該子会社の清算に伴う、当社の平成 31 年３月期連結業績に与える影響は軽微であります。 

（6）解散及び清算による営業活動等への影響 

営業活動等に及ぼす重要な影響はありません。 
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